
§１８ 典型元素とその化合物Ⅰ

Ｐ oint.４３ アルカリ金属元素 →

①価電子 価の イオン

②常温で水と激しく反応する 強いアルカリ性を示す

Ｎａ ＋ Ｈ２Ｏ → に保存

③すべての塩は水に溶ける

④炎色反応を示す

Ｓｒ Ｌｉ Ｃａ Ｎａ Ｂａ Ｃｕ Ｋ

⑤イオン化傾向が大きい 酸化されやすい → 力

⑥単体Ｎａは で得る

⑦アンモニアソーダ法 ・・・・ソルベー法

（1） (5)
ＮａＣｌ ＮａＨＣＯ３ ＋ＮＨ４Ｃｌ

（2)
Ｎａ２ＣＯ３

(3) ＋

(4)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)
アルカリ金属の化合物

ＮａＯＨ Ｎａ２ＣＯ３

Ｎａ２ＣＯ３ ＋ ＨＣｌ →

Ｎａ２ＣＯ３・ＮａＨＣＯ３を加熱する （Ｃｆ ＣａＣＯ３の時はどうか）

ＮａＨＣＯ３
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Ｐ oint.４４ ２族典型元素 →

①価電子 価の イオン

②水との反応

Ｃａ ＋ Ｈ２Ｏ → (常温）

Ｍｇ ＋ Ｈ２Ｏ → （高温）

③炎色反応 は示さない

④ＭｇとＣａの違い

Ｍｇ・Ｂｅ Ｃａ・Ｓｒ・Ｂａ

水酸化物

硫酸塩

炎色反応

⑤単体Ｃａは で得る

カルシウム Ｃａの化合物

（１）

Ｃａ Ｃａ（ＯＨ）２

(7) Ｏ２ (2) ＣＯ２

（６） （５）

ＣａＯ ＣａＣｌ２ ＣａＣＯ３ ＣａＯ

(8) Ｈ２Ｏ HCl (3) (4) 加熱

ＣＯ２ 加熱

Ｃａ（ＯＨ）２ Ｃａ（ＨＣＯ３）２

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)
ＣａＳＯ４･２Ｈ２Ｏ セッコウ ＣａＣ２ 炭化カルシウム･カーバイド

ＣａＳＯ４･1/２Ｈ２Ｏ 焼きセッコウ
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§１９ 典型元素とその化合物Ⅱ

Ｐ oint.４６ アルミニウム化合物

①両性元素 酸・塩基ともに反応する ・ ・ ・

②濃硝酸・濃硫酸に溶けない ・ ・

③過剰のＮａＯＨで溶ける ・ ・ ・

Ａｌ３＋ Ａｌ(ＯＨ）３↓ Ｎａ［Ａｌ(ＯＨ)4］

ＮａＯＨ ＮａＯＨ 水に溶ける

④単体は で得る 原料ボーキサイト（Ａｌ２Ｏ３・ｎＨ２Ｏ）

氷晶石を加える

・ ・ ・ ・

アルミニウム

Ａｌ （１）ＨＣｌ ＡｌＣｌ３ ＮＨ３ Ａｌ(ＯＨ）３

(5) ＮａＯＨ

(2) ＮａＯＨ

(7) ＮａＯＨ Ｎａ［Ａｌ(ＯＨ)4］

Ｎａ［Ａｌ(ＯＨ)4］

Ｏ２

（６）

（３） ＡｌＣｌ３

Ａｌ２Ｏ３ ＡｌＣｌ３ ＨＣｌ

ＨＣｌ

（４） Ｎａ［Ａｌ(ＯＨ)4］

ＮａＯＨ

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

（7）
Aｌ K（SO ４）２・１２ H2O アルミナ
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Ｐ oint.４７ 亜鉛 Ｚｎ・・・・ 元素

Ｚｎ ＋ ＨＣｌ →

Ｚｎ ＋ ＮａＯＨ →

酸化物・・・・ 酸化物

ＺｎＯ ＋ ＨＣｌ →

ＺｎＯ ＋ ＮａＯＨ →

水酸化物・・・・ 水酸化物

Ｚｎ(ＯＨ）２ ＋ ＨＣｌ →

Ｚｎ(ＯＨ）２ ＋ ＮａＯＨ →

Ｚｎ２＋に過剰のＮａＯＨを加えると溶ける ・ ・ ・

Ｚｎ２＋に過剰のＮＨ３を加えると溶ける ・ ・
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§２０ 典型元素（非金属）とその化合物 Ⅰ
気体の色

Ｐ oint.４８ １４族元素 Ｃ・Ｓｉ NO ２

①イオンにならない Cｌ２

②価電子 結合

Ｃ・・・同素体 ・ ・

Ｓｉ・・半導体 クラーク数・・・地殻を構成する元素の割合

第２位 ％

第１位元素 ％

共有結合性結晶

ＣＯ・・・・有毒 水に溶けない気体

ＣＯ２・・・ＣａＣＯ３ ＋ ＨＣｌ →

ＳｉＯ２・・石英 共有結合性結晶

Ｐ oint.４９ １５族元素 Ｎ・Ｐ

①イオンにならない

②価電子

Ｐ・・・・同素体

水中保存

ＮＯ・・・無色 水に溶けない

(製法) 銅に希硝酸を加える

ＮＯ２・・・赤褐色 水に溶ける

(製法) 銅に濃硝酸を加える

Ｐ２Ｏ５ Ｐ ＋ Ｏ２ →

Ｐ２Ｏ５ ＋ Ｈ２Ｏ →

乾燥剤 性の気体
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乾燥剤のまとめ → はダメ →以外はＯＫ 例外

酸性の乾燥剤 酸性の気体 １．

中性の乾燥剤 中性の気体 ２．

塩基性の乾燥剤 塩基性の気体

ＮＨ３ アンモニア 触媒

製法 ①Ｎ２ ＋ Ｈ２ → （ハーバー法）

②ＮＨ４Ｃｌ ＋ Ｃａ(ＯＨ)２ →

（ ）

性質 ①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

ＨＮＯ３ 硝酸

製法 ①ＫＮＯ３ ＋ Ｈ２ＳＯ４ →

（ ）

②アンモニア酸化・・・・オストワルト法 触媒

ＮＨ３ ＋ Ｏ２ → ＮＯ ＋ Ｈ２Ｏ ・・・・(1)
ＮＯ ＋ Ｏ２ → ＮＯ２ ・・・・・・・・･(2)
ＮＯ２ ＋ Ｈ２Ｏ → ＨＮＯ３ ＋ ＮＯ・・・(3)
１つにまとめると

性質 ①酸化力 ・ ・ をとかす

②金属と反応して水素発生

③硝酸塩は水に溶ける

④濃塩酸と混合すると王水ができる ・ をとかす

⑤濃硝酸 不動態 ・ ・ 溶けない

問題 1.7ＫｇＮＨ３から 63%硝酸は何Ｋｇできるか
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§２１ 典型元素（非金属）とその化合物 Ⅱ

Ｐ oint.５０ １６元素 Ｏ Ｓ

①金属と 結合をつくる

②価電子 の陰イオン

③非金属とは 結合をつくる

Ｏ 同素体 ・

(製法) ①

②

Ｓ 同素体 ・ ・

Ｓ ＋Ｏ２ → ＳＯ２

Ｈ２Ｓ 硫化水素

(製法) ＦｅＳ ＋ Ｈ２ＳＯ４ →

（ ）

性質 ① ② 臭い

③ ④ ⑤

⑥強力な 剤 Ｈ２Ｓ →

⑦Ｈ２Ｓ → ２Ｈ＋ ＋ Ｓ２－ 価の 酸

⑧金属イオンと硫化物イオンが反応して、沈殿ができる・・・硫化物

溶液が酸性の時でも沈殿 黒色

例外

アルカリ性の時だけ沈殿

⑨硫化水素と二酸化硫黄との反応

硫化水素と熱濃硫酸との反応

Ｈ２ＳＯ３ 亜硫酸

①２価の弱酸 Ｈ２ＳＯ３ → ２Ｈ＋ ＋ Ｓ０３
２－

②ＳＯ２ ＋Ｈ２Ｏ → Ｈ２ＳＯ３

③Ｎａ２ＳＯ３ ＋ Ｈ２ＳＯ４ →

（ ）

④ 性あり
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Ｈ２ＳＯ４ 硫酸

(製法) ＦｅＳ２ ＋ Ｏ２ → Ｆｅ２Ｏ３ ＋ ＳＯ２・・・・(1)
（黄鉄鉱） 触媒

ＳＯ２ ＋ Ｏ２ → ＳＯ３・・・・・・・・・・・(2)
ＳＯ３ ＋ Ｈ２Ｏ → Ｈ２ＳＯ４・・・・・・・・･(3)

１つにまとめると

性質①不揮発性 ＮａＣｌ ＋ Ｈ２ＳＯ４ →

ＫＮＯ３ ＋ Ｈ２ＳＯ４ →

②吸湿性 酸性・中性の気体に含まれる水分の除去

Ｈ２Ｓはダメ

③不動態 ・ ・

④酸化作用 ・ ・ を溶かす

⑤水と反応して激しく熱を出す

⑥密度が大きい 1.8ｇ/ cm3

(170℃)
⑦脱水性 Ｃ２Ｈ５ＯＨ → ＋ Ｈ２Ｏ

(130℃)
Ｃ２Ｈ５ＯＨ → Ｃ２Ｈ５ＯＣ２Ｈ５

⑧硫酸イオンの検出 ・ ・

⑨金属と反応した水素発生
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§２２ 典型元素（非金属）とその化合物Ⅲ

Ｐ oint.５１ １７族ハロゲン元素・・・・

①価電子 価の イオン

②電子を奪いやすい・・・・電気陰性度 最大

力が強い Ｆ＞Ｃｌ＞Ｂｒ＞Ｉ

③二原子分子 Ｆ２ Ｃｌ２ Ｂｒ２ Ｉ２

④分子量が大きくなるにつれ分子間力が なり、沸点が

⑤水素化合物は強酸 ・ ・

例外

⑥銀塩は水に溶けない ・ ・

例外

塩素の製法

① ＨＣｌ ＋ ＭｎＯ２ →

②ＣａＣｌ（ＣｌＯ）Ｈ２Ｏ ＋ ＨＣｌ →

塩素の性質

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

ｃｆ F2 ＋ H2O →
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ヨウ素 Ｉ２ ヨウ素デンプン反応

性

フッ化水素 ＨＦ

製法 ＣａＦ２ ＋ Ｈ２ＳＯ４ →

（ ）

①

②

塩化水素 ＨＣｌ

製法 ＮａＣｌ ＋ Ｈ２ＳＯ４ →

（ ）

性質 ①

②

③

④

⑤

⑥塩化水素の検出法

酸化力の強弱

① Ｃｌ２ ＋ ＫＦ →

② Ｂｒ２ ＋ ＫＩ →

③ Ｂｒ２ ＋ ＫＣｌ →

④ Ｃｌ２ ＋ ＫＩ →

ハロゲン化銀・・・・・・・・水に溶けない 例外

①感光性

②過剰のＮＨ３で溶ける ・ ・
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§２３ 遷移元素とその化合物 Ⅰ

Ｐ oint.５２ 遷移元素の特徴 金属の色

①すべて金属 Cｕ
② に並んだ元素の性質が似ている

③価電子 Ａｕ

④密度が大きい 融点・沸点が

⑤有色のものが多い

⑥触媒

⑦酸化数が２種類以上持つものが多い

⑧合金を作りやすい ハンダ 黄銅

青銅

Ｐ oint.５３ 金属イオンの分離

Ａｇ＋Ｐｂ２＋Ｃｕ２＋Ｃｄ２＋Ｆｅ３＋Ａｌ３＋Ｚｎ２＋Ｃａ２＋Ｂａ２＋Ｋ＋Ｎａ＋

分属試薬 イオン 沈殿

第１属

第２属

第３属

第４属

第５属

第６属
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イオンの色

Ｃｕ２＋ Ｆｅ２＋ Ｆｅ３＋

遷移元素

銅 Ｃｕ

①酸には溶けない

②酸化力のある酸（ ・ ・ ）には溶ける

銅イオンにアンモニアを加える

Ｃｕ２＋ ＋ ＯＨ－ → ↓（ 色）

Ｃｕ（ＯＨ）２ ＋ ＮＨ３ → （濃青色）＋ ＯＨ－

銅イオンに硫化水素を加える

Ｃｕ２＋ ＋ Ｓ２－ → ↓（ 色）

銅イオンに鉄を加える

Ｃｕ２＋ ＋ Ｆｅ → （イオン化傾向）

ＣｕＳＯ４・５Ｈ２Ｏ 色 ＣｕＳＯ４ 無水硫酸銅 色

銀 Ａｇ

①酸には溶けない

②酸化力のある酸（ ・ ・ ）には溶ける

銀イオンにアンモニアを加える

Ａｇ＋ ＋ ＯＨ－ → ↓（ 色）

Ａｇ２Ｏ ＋ ＮＨ３ → ＋ ＯＨ－

（ 色）

銀イオンに硫化水素を加える

Ａｇ＋ ＋ Ｓ２－ → ↓（ 色）

銀イオンに鉄を加える

Ａｇ＋ ＋ Ｆｅ → （イオン化傾向）

銀イオンにハロゲン化物イオンを加える

Ａｇ＋ ＋ Ｃｌ－ → （ 色）

Ａｇ＋ ＋ Ｂｒ－ → （淡黄色 ）

Ａｇ＋ ＋ Ｉ－ → （ 色）
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§２４ 遷移元素とその化合物 Ⅱ
トタン

Ａｕ 金・・・・ に溶ける。

ブリキ

Ｆｅ 鉄 イオン化傾向 中程度

酸に溶け、 を発生する。

濃硝酸・濃硫酸には溶けない。 ・ ・

Ｆｅ２＋ ２価の鉄イオンに硫化水素を加える。 （アルカリ性の時のみ）

Ｆｅ２＋ ＋Ｓ２－ → 沈殿 色

２価の鉄イオンにアンモニアまたは水酸化ナトリウムを加える。

Ｆｅ２＋ ＋ＯＨ－ → 沈殿 色

２価の鉄イオンにフェリシアン化カリウム溶液を加える。

色の沈殿 名称

フェリシアン化カリウム 化学式

別名

別名

酸化

Ｆｅ２＋（ 色） Ｆｅ３＋（ 色）

Ｆｅ３＋ ３価の鉄イオンに硫化水素を加える。 （アルカリ性の時のみ）

Ｆｅ３＋は還元されてＦｅ２＋ となる。

Ｆｅ２＋ ＋Ｓ２－ → 沈殿 色

３価の鉄イオンにアンモニアまたは水酸化ナトリウムを加える。

Ｆｅ３＋ ＋ＯＨ－ → 沈殿 色

３価の鉄イオンにフェロシアン化カリウム溶液を加える。

色の沈殿 名称

フェロシアン化カリウム 化学式

別名

別名

３価の鉄イオンにチオシアン酸カリウム溶液を加える。

色を呈する。
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Ｃｒ クロム

強い酸化剤

Ｃｒ２Ｏ７
２－ →

クロムの検出

Ｐｂ２＋ ＋ ＣｒＯ４
２－ → 沈殿 色

２Ａｇ＋＋ ＣｒＯ４
２－ → Ａｇ２ＣｒＯ４ 沈殿 色

Ｂａ２＋ ＋ ＣｒＯ４
２－ → ＢａＣｒＯ４ 沈澱 色

酸

ＣｒＯ４
２－（ 色）＋ → Ｃｒ２Ｏ７

２－ （ 色）＋

ｱﾙｶﾘ

過剰のアンモニア水に溶け、錯イオンになるもの

最初の沈殿 沈殿の色 錯イオン 色

Ｃｕ２＋

Ａｇ＋

Ｚｎ２＋

過剰の水酸化ナトリウム水溶液に溶けるもの

最初の沈殿 沈殿の色 化学式

Ａｌ３＋

Ｚｎ２＋

Ｐｂ２＋・Ｓｎ２＋


